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被服行動にみる専攻別 ・年代別の相違
A Study of Conformity and Individuality 
Found in Clothing Beharior 
The Differences Among Women Colege Students and Their Mothers 
高岡 朋子
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ABSTRACT 
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This is a study made to investigate the conformity and individuality that the informants ex-
press in their style of clothing, how these fashions are selected and the aplication of Bern’s Sex 
Role Inventory (BSRI) to peer acceptance. The informants of this study are grouped into 1) Stu-
dents Group A ・ the students whose m勾orat colege is dress-making 2) Students Group B ・ the 
students whose major at college is non-dressmaking 3) The Colege Students' Mothers of groups A 
and B. 
The findings are as follows : 
1 . Students Group A adopt the fashion comparatively soon or adopt it when their仕iends
do, while Students Group B adopt the fashion after a m勾orityof the general public 
does. Mothers' Group adopt the fashion when their仕iendsdo. In each group, more 
than half of the people adopt the fashion in one way or another. 
2 . Al the three groups are found to show interest inindividuality in their clothing be-
havior. Especially Group A students have the most interest in fashion and want to be 
creative, yet are less conformable. Group B students also have much interest in 
fashion but出eyare more conformable and less individualistic. The Mothers have les 
interest in fashion, and are the most conformable. 
3 . Factor analysis in each group divides the informants into five categories. 
(1) Students Group A a. A fashion op凶onleader type 
b. A nonconformable and individual type 
c. An individual type 
d. A fashion-centered and moderate type 
e. A conformable type 
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(2) Students Group B 
(3) Mothers Group 
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a. A fashion op凶onleader type 
b. An individual type 
c. A self-conscious and individual type 
e. A conformable type 
a. A self-conscious and individual type 
b. A conformable type 
c. A fashion opinion leader type 
d. A less fashion-centered and conformable type 
e. A fashion arrangement type 
4. Bern’s sex role inventory is: 
(1) Feminine a. Students Group A -48. 02% 
b. Students Group B -4 7.49% 
c. Mothers Group 49.25% 
(2) Androgynous a. Students Group A -28. 80% 
b. Students Group B -26. 82% 
c. Mothers Group -25. 37% 
(3) Near feminine a. Students Group A -22.03% 
b. Students Group B -18. 99% 
c. Mothers Group -25. 37% 
5 . The relationship between BSRI and adoptation of the fashion is summarized as follows : 
(1) Fashion is adopted comparatively soon by 
a. Near feminine Students Group A 
b. Andorogynous Students Group B 
(2) Fashion is adopted when their friends do by 
a. Andorogynous Students Group A 
(3) Fashion is adopted after the m勾orityof the general public does by 
a. Feminine and Near Feminine Students Group B 
b. Feminine, Near Feminine and Andorogynous Mothers Group 
I緒言
人は様々な他者の関わり合いの中で社会生活，社会化を営むものである。この社会化は個人
による社会への同調の過程で、あり，それにより個人が社会に適応し社会の一員となっていく。
又社会化のもう 1つの側面は社会との連帯を保ちつつ，自己実現をはかり，さらに社会に働き
かけるという同調を しながらも個人の自己実現，個性化を計る。
人と被服との関わりから生まれるものを被服行動というが，被服行動における社会化すなわ
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ち個人のもつ同調化と個性化は流行現象を形成する大きな要因となる。人は流行を採用するこ
とにより適切な行動をとっているという安心感を得ると同時に新しいものを求め自己を他人か
ら区別し顕示したいという自己顕示欲を満足させるものと考える。
本研究は人々が実際にその被服行動においてどの程度同調化と個性化を内包しているものな
のかを BernのSex-Role-Inventoryとの関係において把握する目的で、行った。
E 調査方法
服飾を専攻する女子学生183名，他学科学生179名，母親68名をアンケー卜方式にて行う。流
行の取り入れ方は比率を算出した。 被服行動の質問項目は5段階尺度を粗点化し平均値を求め，
この項目に潜在する因子の描出は主因子法からのパリマックス回転を用いた。 又BernのS巴x-
Role-inventoryはt値にて女性度を分類し，タイフ別による被服行動の相違も t検定の統計
処理を行った。
E 結果と考察
1.流行と採用の仕方
流行は一定の新しい行動様式や思考様式などを多数の人々が自発的に採択し，普及していく
結果として生ずる集合行動の 1つである。 人々が流行を採用するとき，どのような心理が働く
のであろうか。ジンメルは人々が流行を採用する動機として「社会的な同調化や恒常化の欲求」
と 「個人別な差別化や変化の欲求」の2つを上げている。人々は流行を採用することにより社
会の規範に従っているという安心感を得る 「同調Jへの欲求と新しいものを求め自己を他人か
ら区別しようとする 「個性化jの2つの相反する欲求を同時に満足させるのである。 被服の流
行は，社会内の多くの人びとが目新しいと考えて一時的に同調する服装の様式，つまり被服に
関する人間行動の様式である。ロジャースは人が流行をどの段階で採用するかによって5つの
採用者，先駆者（2.5%）初期採用者 (13.5%）前期追随者 （34%）後期追随者（34%）遅滞
者（16%）のカテゴリーに分類しており，流行採用者の人数を縦軸に， 横軸に時間的経過をと
り採用者は初めは少なく，徐々にふえていきその後急速に増加， 今度は減少に向かつて行き，
その推移はほぼ正規分布をなすとしている。
流行の取り入れ方の比較を表lに示す。“比較的早ぐ取り入れる”早期採用者は服飾専攻学
表1 流行の取り入れ方の比較
人数（%）
項 日 服飾 専攻 f也 ヲ乙 手ヰ 母 親
真っ先に取り入れる 1 ( 0. 55) 1 ( 0. 55) （ー）
比較的早く取り入れる 61 (33. 33) 39 (22. 03) 15 (22. 39) 
まわりの人が取り入れてから 80 (43. 72) 28 (15.82) 24 (35. 82) 
多くの人が取り入れてから 19 (10.38) 71 (40.11) 20 (29. 85) 
全く取り入れない 22 (12. 02) 38 (21.47) 8 (11. 94) 
計 1s3 (loo J 177 (100 ) 67 (100 ) 
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図1 流行の取り入れ方の相違
生が33.3%と一番多く，次の “まわりの人が取り入れてから”も43.7%と服飾専攻学生が多い。
“多くの人が取り入れてから”採用するという項目を一番多く選択したのは他学科学生であっ
た。母親の流行の採用の仕方が上述のロジャースの正規分布に最も近いものと思われる。又初
期採用者の数値が服飾専攻学生に多く表われたのは被験者が被服を専攻しているため流行に対
して敏感に反応するのではないかと考えられる。今回の調査で，“まわりの人が取り入れてから”
と“多くの人が取り入れてから”を合計すると服飾専攻で53%，他学科学生で55%，母親で64%
と約半数以上の人々 がまわりの規範に従って行動していれば安心という同調志向，他人志向型
であり流行追随型ということが出来る。
2.質問項目にみる同調化と個性化
同調とは他者または集団の圧力によって自己の意見，態度，行動に影響を受けまわりと一致
した行動をとることを指すが，この同調は規範的社会的影響に基づいたものと情報的社会的影
響のものとに区別することが出来る。規範的同調は他者の期待を裏切りたくないための受容で
あり，情報的規範は他者から発せられた情報を受容し，自分の意見や行動を変えることである。
流行現象は情報的社会影響の同調である。クラッチフィールドは同調の個人要因についての研
究を行っている。男性より女性の方が同調的であり同調者は自発的でなく不安傾向が強く自信
がなく，より道徳的，権威主義的な傾向があると述べている。又他に親和動機と同調について
は高い親和動機をもっ人が低い親和動機の人よりも同調的，有能さと同調についても自分を有
能と思う被験者の方がまわりの人の方を有能ι思う被験者より も同調が少ないことが言われて
いる。被服行動における同調化は，他人と同じでありたいという気持が他人の服装の模倣にな
り，流行採用時期での追随的態度を取らせるものであり，文一方で他人と同じでありたく ない，
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自己と他人を区別し自己実現をしたいという欲求が個性的な被服行動を取らせるものであろう。
a）被服行動の相違について
被験者が実際の被服行動においてどの程度個性化と同調化を内包しているものなのかを把握
する目的で， 5段階の質問形式にて調査をした結果を図 2に示す。
図2 被服行動の相違（平均評点）
1.私は新しいファッションが町に出回るとすぐ取り入れたくなるの
2. 私は自分の気に入った服なら流行に関係なく長く着ょうとする；
3.私はどんな流行の服でも自分に合わないと思ったら着ない。
4. 祝典などの儀式には，他人が着ていくと予想される服と似たものを着ょうとする。
5.私は他人と同じ服装をすることを好まない。
6 私は衣服を購入する際，同りの人が着ていないものを買うようにするn
7 私は自分の手持ちの洋服を大事にして，次々に新しい衣服を買おうとは思わない内
8.私は自分に合わないと思っても，回りの人と同じ様な洋服を着るようにLている V
9.私はスタイルブックやファッシ ョン雑誌を多く読むの
10.私は回りの人から注目されるような衣服を着たいと望んでいるn
11. 私は衣服を購入する際，友人が着用しているような衣服を買うようにする。
12.私は自分の服をシーズンはじめに買うようにしているロ
13.私は服装をTPOに応じて着るように心がけている。
14. 私は衣服を購入する際，多少高価であってもブランドものを買うようにしているハ
15.私は自分に合わないと思っても友人や店員に進められると買ってしまう -
16.私はたとえ友人， 店員に進められようとも自分に合わないと思ったら買わないようにする。
17.私は新しい衣服を購入する際，自分の今までの傾向と同じ様なものを買うようにしている：
18. たとえスポーツウェアであっても街着として着用しでも良いと思う。 》
19. 私はファッション雑誌をみて良かったものは同じ様にすく着るj
20.私は男物でも自分にあうように工夫して着て見たいと思う。
服飾専攻ー 他学科一一母親一一－
N =183 N =179 N =68 
平均評点の高い項目を見ると，服飾専攻，他学科，母親の3者共，質問3のどんな流行の服
でも自分に合わないと思ったら着ないと，質問2の自分の気に入った服なら流行に関係なく長
く着るであった。逆に平均値が低い項目は質問8の自分に合わないと思っても回りの人と同じ
様な洋服を着ると，質問11の衣服を購入する際友人が着用しているような衣服を買うようにし
ているであった。このように平均値の高低の結果から考察すると個性派志向の被服行動をして
いると言える。
次に 3者の平均値の差の検定結果を表2に示す。服飾専攻と他学科問で有意差の出た項目を
みると質問 3, 8, 9, 10, 11, 12, 13, 14, 15, 20であり服飾専攻に多い項目は「スタイル
ブックやファッション雑誌を多く読み，回りの人から注目されるような衣服を着たいと望んで
おり，自分の服はシーズンはじめに買い，又多少高価であってもブランドものを買うとしてい
る。このようなことから服飾専攻と他学科学生の比較で、は，服飾専攻学生はファッション性を
重視し，回りから注目されたいという自己顕示欲と友人や店員に進められると買うという同調
性がみられた。一方他学科学生はどんな流行の服でも自分に合わないと着ずに又男物を工夫し
て着てみたいということから個性的な面と， TPOに応じて着たいという常識的な面を合わせ
もつ被服行動をしていた。服飾専攻と母親聞で有意差の出た項目をみると質問 1, 3, 5, 7, 
9 , 10, 12, 14, 15, 19, 20であり，母親に多く出た項目は手持の洋服を大事にして，次々に
新しい衣服を買わないであった。服飾専攻に多く出た項目は他学科との比較の場合とあまり相
違はなく，ファッション性を重視し，同調性があり自己顕示欲があったが，他の質問 1と20の
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表2 被服行動の平均値の差の検定結果
目＼＼ ＼ 服飾専攻・他学科・母親それぞれの聞の平均値の差の検定 1帥講師文と位宇ヰヰ服飾専攻と母親 他学科と母親
質問項 平均値の差 平均値の差 平均値の差
1 私は新しいフ ァッションが町に出回るとすぐ取り入れたく なる。 NS P <O. 05 NS 
2 私は自分の気に入った服なら流行に関係なく長〈着ょう とする。 NS NS Pく0.02 
3 私はどんな流行の服でも自分に合わないと思ったら着ない。 P <O. 05 P <o. 02 Pく0.001 
4 祝典などの儀式には， 他人が着で行くと予想される服と似たものを着ょうとする。 NS NS NS 
5.私は他人と同じ服装をすることを好まない。 NS Pく0.01 P <0.01 
6 私は衣服を購入する際，回りの人が着ていないものを買うよ うにする。 NS NS NS 
7 私は自分の手持ちの洋服を大事にして，次々 に新しい衣服を買おうとは思わない。 NS P <O. 01 P <0.05 
8 私は自分に合わないと思っても，回りの人と同じ様な洋服を着るようにしている。 P <O. 001 NS NS 
9 私l土スタイルブyクやファyション雑誌を多く読む。 P <o. 001 Pく0.001 P <0.01 
10.私は回りの人から注目されるような衣服を着たいと望んでいる。 P <O. 001 P <O. 01 NS 
11. 私は衣服を購入する際，友人が着用しているような衣服を買うようにする。 Pくo.001 NS Pく0.02 
12.私は自分の服をシーズンはじめに買うよう にしている。 P <O. 001 P <O. 001 P <O. 02 
13.私は服装をTPOに応じで着るように心がけている。 P <0.01 NS NS 
14. 私は衣服を購入する際，多少高価であってもブランドものを買うようにしている。 P <O. 001 Pく0.01 NS 
15. 私i;J:自分に合わないと恩つでも友人や店員に進められると買ってしま う。 P <O. 01 P <O. 05 NS 
16. 私はたとえ友人，店員に進められようとも自分に合わないと思ったら買わないようにする。 NS NS P <0.05 
17. 私は新しい衣服を購入する際， 自分の今までの傾向と同じ様なものを買うようにしている。 NS NS NS 
18. たとえスポーツウェアであっても街着として着用しでも良いと思う。 NS NS NS 
19.私はファッ ション雑誌をみて良かったものは同じ様にすぐ着る。 NS P <O. 001 P <O. 001 
20.私は男物でも自分にあ うように工夫して着て見たいと思う。 P <0.01 P <O. 001 P <O. 001 
ファッショ ンが町に出回るとすぐ取り入れたくなると男物でも自分にあうように工夫して着て
みたいということから，服飾専攻は母親層より もおしゃれ志向が強く表われた。一方の母親の
被服行動は若年層よりもファ ッション性が薄いと考えられる。 他学科と母親聞で有意差の出た
項目は質問2,3, 5 , 6, 9, 11, 12, 16, 19, 20であった。 他学科に多くみられた項目は
流仔に関係なく長く着る，どんな流行の服でも自分に合わないと思ったら着ない，他人と同じ
服装をすることを好まないという個性的な被服行動をし，スタイルブックやファッション雑誌
を多く読み，シーズン始めに洋服を買うことからファッション性があると考えられる。これに
対し，母親は衣服を購入する際， 友人が着用しているような衣服を買うようにしていることか
ら他学科学生よりも同調性があると思われた。
以上のことから服飾専攻学生はファ ッショν性重視の自己顕示型同調，他学科学生はファッ
ション性重視の常識個性型，母親はファ ッション性軽視の同調型と言うことが出来ょう。
b）被服行動の因子分析
被服行動の中で被験者がどの程度同調化と個性化を潜在的に持っているものなのかを因子分
析により因子の描出を試みた。 解法は相関マトリ ックスからの主因子法で求め，更に因子の解
釈をしやすくするためにパリマックス回転を行った結果が表3である。 5因子までの累積寄与
率が服飾専攻48.5%，他学科学生47.7%，母親52.0%とほほ、半数の情報量が取りこまれている
ことから第5因子までを検討した。
服飾専攻の第1因子の寄与率は13.9%，高く負荷している項目は質問9, 1 , 19, 10, 14で
あった。スタイルブックやファッション雑誌を多く読み，良かったものは取り入れたい，又多
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表3 バリマックス回転後の因子負荷表（服飾専攻）
質問 因子 l因子 2因子 3因子 4因子 5因 子
質問B 9 0.7244 0.0292 0.0768 0.0279 -0.2075 
0.7181 0.0287 -0.1285 0.0677 0.2045 
19 0.7167 -0.0418 -0.1508 -0.0505 0.0871 
10 0. 5114 0.3319 0.2362 0.2330 0.3666 
14 0.4684 0.2108 -0目2040 0.3234 0.0024 
5 0 .1358 0.7314 0.1719 0.0992 -0 .1524 
6 0.0750 0.7420 0.1108 0.1684 -0.0899 
4 0.2324 -0.5480 0.0151 0 .1413 0.0247 
11 0.0558 -0.3215 0.0520 -0.0675 0.6468 
16 -0.0300 0.1579 0.8127 0.0470 0.0923 
3 0 .1140 -0. 3021 0.5956 0.0877 -0. 3011 
15 0.1989 -0.2269 -0.7047 0.1072 0.2010 
13 -0.0026 0.0250 0.0429 0.8017 -0.1091 
12 0 .1057 0 .1439 -0.0293 0.7680 0.1038 
14 0.4684 0.2108 -0.2040 0.3234 0.0024 
8 0.0521 -0.1213 -0.1908 0.0623 0.7137 
11 0.0558 -0. 3215 0.0520 -0.0675 0.6468 
7 -0.1894 -0 .1527 0 .1738 0.2229 -0 .4615 
2 0.0849 0.0678 0.0539 0.0602 -0.3601 
20 0.1960 -0.0011 0.0289 0.0277 -0.0673 
固有値 2.7737 2.6983 1.4839 1.3916 1. 3474 
寄与率 13.9(%) 13.5(%) 7.4(%) 7.0(%) 6.7(%) 
累積% 13.9(%) 27.4(%) 34.8(%) 41.7(%) 48.5(%) 
少高価であってもプランド物を買い，回りの人から注目されるような衣服を着たいという
ファッションに対して積極性があり，自己顕示性があることから第l因子は 「ファッション ・
オピニオンリーダー型」と言うことが出来る。第2因子の寄与率は13.5%と第1因子とほぼ同
じ強さで高く負荷している項目は質問5,6, 4, 11である。 他人と同じ服装はせず衣服を購
入するとき回りの人が着ていないものを買う被服行動と，友人が着用している衣服を買うこと，
祝典などの儀式には他人と同じ様に装いたい項目がマイナスであることから第2因子は 「非同
調化と個性化Jの因子と言える。第3因子の寄与率は7.4%，高く負荷している項目は質問16,
3, 15であり，どんな流行の服でも自分に合わないと思ったら着ない，又たとえ友人や店員に
進められようと自分に合わないと思ったら買わない，更に自分に合わないと思っても友人や店
員に進められると買ってしまうがマイナスであることから似合うものを着たいという個性派志
向であり，「個性化」の因子と言うことが出来る。第4因子の寄与率は7.0%で高く負荷してい
る項目は質問12, 13, 14で自分の服をシーズン始めに買うようにしており，服装を TPOに応
じて着るように心がけている。衣服を購入する際，多少高価であってもブランド物を買うよう
にしており ［ファッション性重視の良識派」の因子と言うことが出来る。第5因子は6.7%, 
高く負荷している項目は質問2, 7, 8, 11で自分に合わないと思っても回りの人と同じよう
な洋服を着るようにし，衣服を購入する際，友人が着用しているような衣服を買うようにして
いる。更に自分の気に入る洋服なら流行に関係なく長く着るようにする項目と自分の手持ちの
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洋服を大事にして次々と新しい衣服を買わないの2項目がマイナスであることから，第5因子
は「同調化」・の因子と言うことが出来る。
次に他学科の因子分析結果を表4に示す。第1因子の寄与率は14.4%と高く負荷している項
目は質問19, 9 , 1 ,10でファッション雑誌を多く読み，良かったものは同じ様にすぐ着装す
る。又回りの人から注目されたいという服飾専攻学生と同様な被服行動をしており，第1因子
は「ファッション・オピニオンリーダ一型」と言える。第2因子の寄与率は11.4%，高く負荷
している項目は，質問15, 16であり，友人，店員に進められでも自分に合わないと思ったら買
わない，又マイナスの被服行動として自分に合わないと思っても友人や店員に進められると
買ってしまうことから合うものを着たいという「個性化」の因子が描出された。 第3因子の寄
与率は8.2%，高く負荷していた項目は質問 5, 6の他人と同じ服装をすることを好まないと
衣服を購入する際，回りの人が着ていないものを買うようにするであり，このことから第3因
子は「自己顕示型の個性化jの因子と言える。第4因子は寄与率が7.3%，高く負荷していた
項目は質問 2, 13, 3 , 7であった。自分の気に入った服なら流行に関係なく長く着る，どん
な流行の服でも自分に合わないものは着ず，自分の手持ちの洋服を大事にする， TPOに応じ
て着るがすべてマイナスであることから 「ファッション性重視の良識派」 の因子と言うことが
出来る。第 5因子の寄与率は6.4%，高く負荷していた項目は質問 4, 8, 14で祝典などの儀
式には他人が着て行くものと同じようなもの，自分に似合わなく とも回りに合わせた服装をす
表4 パリマyクス回転後の因子負荷表（他学科）
質問 因子 l因 子 2因子 3因子 4因 子 5因子
質問B19 0.7665 -0 .1075 0 .1288 -0.0406 0.0490 
9 0.6755 0.0351 0.0313 -0.0439 -0.0162 
0.5891 -0.0069 0.2658 0.2631 -0 .1056 
10 0.4119 0.0137 0.5149 0.0586 -0.2147 
15 0.0028 -0.8920 -0.0085 0.0246 0.0242 
16 0.0268 0.8854 0.1504 -0.0617 -0.0007 
5 0 .1672 0 .1717 0.7332 -0.0381 0.0553 
6 0.0612 0.1098 0.8371 -0.0771 0.2391 
2 -0.0598 0.1531 0.1502 -0. 6576 -0.0777 
13 0.4049 0.1090 -0 .1295 -0.6073 0.0315 
3 -0.0091 0 .1193 -0.0483 -0.5863 -0.2227 
7 -0. 3575 -0.1452 0.1830 0.5781 0.2391 
4 0.1804 0.1932 -0.5072 -0.1186 0.5291 
8 0.1100 -0.2961 0.0633 0.1373 0.5031 
14 0.3607 0.0330 0.1190 -0. 0659 0.5995 
11 0.0667 -0. 2153 -0.0569 0.0651 0.2963 
17 -0 .1059 0 .1701 -0.1232 -0.1039 -0.2198 
18 0.0520 0.0087 -0.1053 -0.1367 -0.1386 
12 0.2878 -0.0058 0.0903 -0.2954 -0.1149 
20 0.0912 0.0917 0.2174 -0.1048 0.2650 
固有値 2.8754 2.2824 1.6301 1.4678 1.2878 
寄与率 14.4(%) 11.4(%) 8.2(%) 7.3(%) 6.4(%) 
累積% 14.4(%) 25.8(%) 33.9(%) 41.3(%) 47.7(%) 
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る，又多少高価であってもプランドものを買うようにしていることから 「同調化」の因子と言
える。
3番目に母親の因子分析を表5に示す。第1因子の寄与率14.2%，高く負荷している項目は
質問10, 5, 6であった。他人と同じ服装をすることを好まず，回りの人が着ていないものを
購入，又回りの人から注目される衣服を着たいとしていた。これらのことから 「自己顕示型の
個性化」の因子と言える。第2因子の寄与率は13.7%，高く負荷している項目は質問16, 15, 
11, 12であり自分に合わなくても友人や店員に進められると買い，友人が着用しているような
衣服を買うようにしており，マイナスの要因と して友人，店員に進められようとも自分に合わ
ないと思ったら買わないようにすることから「同調化」の因子と言える。第3因子の寄与率9.4%,
高く負荷している項目は 1, 2, 7, 19であり，新しいファッションが町に出回ると取り入れ，
雑誌をみて良かったものは取り入れたいとする「オビニオン・リーダー型」の因子と言える。
しかしこの母親層のオピニオンリーダーは項目 9の負荷量が少ないことから，学生達がスタイ
ルブックやファッション雑誌の情報源に敏感に反応する被服行動とは質が違い， 情報に接する
頻度が学生よりも少ないと思われる。 第4因子の寄与率は7.6%，高く負荷している項目は 3'
13, 4 , 14であった。祝典などの儀式には，他人が着て行くと予想される服と似たようなもの
を着，マイナスの要因としてどんな流行の服でも自分に合わないと着ない，服装を TPOに応
じて着る，多少高価であってもブランドものを買うようにしていることから 「ファッション性
表5 バリマックス回転後の因子負荷表（母親）
質問 因子 1因子 2因子 3因子 4因子 5因子
質問B10 0.8164 0.0012 0 .1602 -0.0128 -0.2014 
5 0.7636 0.0869 -0.2479 -0.1296 0 .1221 
6 0.7175 0.1983 0.0462 0.1996 0.0323 
16 -0. 0245 -0. 7141 一0.3102 -0.2426 -0.1245 
15 0.0670 0.6822 -0.0956 -0.0658 0.0550 
11 0.0040 0.5740 -0.0639 0.0056 -0.4371 
12 0.4009 -0.4232 0.3355 -0.4215 0.1360 
0.2508 0.1257 0.7280 -0.0560 0.2015 
z 0.2086 -0.1514 -0.6170 -0.1053 -0.1115 
7 0.1731 0.1424 -0.6813 -0.3023 0.1598 
19 0.2965 -0.0435 0.3847 -0.1791 -0.3407 
3 -0.1137 -0.0911 -0 .1356 -0.6961 -0.0226 
13 0.1259 0 .1391 -0 .1296 -0.5959 -0.2782 
4 0.0614 0.2157 0 .1457 0.5380 -0.1977 
14 0.1500 0.2464 0.3831 -0.4396 -0.1406 
20 0.0095 -0.0110 -0.0746 -0.0541 -0.8118 
18 -0.0004 0.0552 0.0258 -0.0225 -0.1147 
8 -0.0284 0.2470 0.0104 0 .1527 0.0938 
9 0.2328 0.0738 0.2448 -0.2815 -0.0066 
17 0.2602 0 .1425 -0.0376 -0.3237 0.3989 
固有値 2.8448 2.7358 1.8888 1.5296 1.3980 
寄与 率 14.2(%) 13.7(%) 9.4(%) 7.6(%) 7.0(%) 
累積% 14.2(%) 27.9(%) 37.3(%) 45.0(%) 52.0(%) 
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軽視の同調型Jと言うことが出来る。第5因子の寄与率7.0%，高く負荷している項目は質問
20の男物であっても自分に合うように工夫して着てみたいとしており第 5因子は「おしゃれ工
夫型」の因子と言える。以上の因子分析結果から 3者の被服行動での違いは母親層にファ ッショ
ン性を軽視する傾向がみられた。
3.女性度の判定について
BernのSex-Role-Inventory ( BSRI ）は男性的項目20，女性的項目20項目，中性的項目20
項目の計60項目が構成されており，各項目は7段階尺度になっており自分自身に該当する程度
が高いほど，高い点数で答える仕組になっている。今回の調査では男性的項目20項目，女性的
項目20項目とし，各項目ごとに平均と分散を計算しt値を求めた。 女性度の判定を表7のよう
に5タイプに分類した。結果は表6である。女性度の比較では3者とも「純女性的女性」の依
存性指向が約半数，つぎに 「両性的女性」の中立指向，「やや女性的女性Jの寛容指向の順であっ
fこ。
流行の取り入れ方と女性度とのクロス集計した結果が表8で，服飾専攻学生の 「純女性的女
表6 女性度の判定結果
人 数（%）
I頁 目 服飾専攻 f也 学 科 母 親
純女性的女性 85 (48. 02) 85 (47. 49) 33 (49. 25) 
やや女性的女性 39 (22. 03) 34 (18. 99) 12(17.91) 
両性的女性 51 (28. 80) 48 (26. 82) 17 (25. 37) 
やや男性的女性 1 ( 0. 56) 8 ( 4.47) 3 ( 4.48) 
純男性的女性 1 ( o.56) 4 ( 2. 23) 2 ( 2. 99) 
計 177 (100 ) 179(100 ) 67 (100 ) 
表7 男性度 ・女性度の判定（Beml974)"
（女性の5タイプ）
純女性的女性 (2.025孟t）…………………………依存性指向
やや女性的女性（l<t<2.025）……..・H・....・H ・・・寛容 指 向
両性的女性 （ー l<t<l）ー …－－…..・H ・H ・H ・－－中立指向
やや男性的女性（－2.025<t＜ー1)...・H ・－－…..・H ・－安定指向
純男性的女性 ( t三五 2.025）…...・H ・....・H ・－－－－－合理性指向
表8 流行の取り入れ方と女性度との関係
取て度の
服飾専攻 n=l75 他 学科 n=l75
流行の 判定 純女性的やや女性的向性的 純女性的やや女性性的女両性 的
入れ方 女性女 性女性 女性女 性
真っ先に取り入 （ー ）一（ー ） （ー ） （ー ） 1 ( 2. 94) （ー ）才1る
入比較れ的る早〈取り 25 (29. 41) 18(46.15) 16 (31. 37) 13 (15. 29) 7 (20. 59) 15 (31.25) 
まわりの人が取り 40(47 .06) 14 (35. 90) 23(45.10) 13 (15. 29) 5(14.71) 8(16.67) 入れてから
入多れくの人が取り
てから 12(14.12) 2 ( 5 .13) 5( 9.80) 39 (45. 88) 15 (44 .12) 14 (29 .17) 
全く取り入れな 8( 9 .41) 5 (12.82) 7(13.73) 20 (23. 53) 6(17.65) 11 (22. 92) 、4、
言十 85(1CJ ) 39(100 ) 51 (100 ) 85 (loo ) 34(100 ) 48 (100 ) 
自然と愛情尊重タイプ
謙虚と世間体尊重タイ プ
柔軟と適応尊重タイ プ
独立と 自尊心尊重タイプ
論理と行動尊重タイプ
人数（%）
母親 n=62
純女性的やや女性性的両 性的
女性女 女性
（ー ）一（ー ） （ー）
8(24.24) 3(25.00) 2(11.76) 
4 (12 .12) 2 (16. 67) 1 ( 5.88) 
12 (36. 36) 4 (33. 33) 6 (35. 29) 
9(27 .27) 3(25.00) 8(47 .06) 
33 (loo J 12 (100 ) 17(100 ) 
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性」はまわりの人が取り入れてから流行を採用するが約半数，同様に 「両性的女性」もまわり
の人が取り入れてから流行を採用するという流行追随型，「やや女性的女性」は比較的早く流
行を取り入れる流行早期採用者が多かった。次の他学科学生は「純女性的女性」「やや女性的
女性」共に多くの人が取り入れてから流行を採用する後期流行追随型で 「両性的女性Jは比較
的早く取り入れる流行早期採用型であった。母親は 「純女性的女性」「やや女性的女性J「両性
的女性」共に流行の採用の仕方は多くの人が取り入れてからの後期流行採用者が多かった。
N ま と め
本研究は人々が実際の被服行動の中にどの程度同調化と個性化を潜在的に持つものなのか，
その被服行動の専攻別，年代別相違を流行の採用時期と BernのSex-Ro！巴－Inventoryとの関係
において把握する目的で行った。被験者は18才の服飾専攻学生183名，その他の専攻学生 （他
学科） 179名，母親68名である。
① 流行の採用の仕方では“比較的早く取り入れる”の早期採用者と“まわりの人が取り入
れてから”の前期追随者は服飾専攻学生に，“多くの人が取り入れてから”の後期追随者は他
学科学生に多く表われ，母親の流行の採用の仕方はほぼ正規分布をしていた。 3者とも約半数
以上は流行追随型であった。
②被服行動の質問項目の平均値の高低の結果から推察すると3者とも個性派志向の被服行
動をしていた。平均値の差の検定結果より 3者の比較で服飾専攻学生はファッション性重視の
自己顕示型同調，他学科学生はファッション性重視の常識個性型，母親はファ ッション軽視の
同調型とそれぞれの被服行動が見出された。
① 3者の被服行動での因子分析結果は次のようになった。 服飾専攻学生，5因子までの累
積寄与率48.5%で第l因子は「ファ ッション ・オビニオンリーダー型j第2因子 「非同調型と
個性化J第3因子「個性化j第4因子「ファッション重視の良識派」第5因子「同調化jと5
つの因子が描出された。
他学科学生，5因子までの累積寄与率47.7%，第l因子は服飾専攻学生と同様に「ファッショ
ン・オピニオンリーダ 型ー」第2因子 「個性化」の因子，第3因子 「自己顕示型の個性化」第
4因子 「ファッション性重視の良識派」 第5因子「同調化」 とそれぞれの因子が描出された。
母親の因子分析結果は5因子までの累積寄与率52.0%，第1因子「自己顕示型の個性化」 第
2因子「同調化」第3因子「オピニオン・リーダー型」であったがその情報源の接し方は学生
よりも頻度が少ないと思われる。第4因子「ファッション性軽視の同調型」 第5因子 「おしゃ
れ工夫型」と 5つの因子が描出された。
④女性度の判定結果は「純女性的女性」の依存性指向が服飾専攻，他学科学生，母親共に
約半数近く表われた。次に多かったものは「両性的女性」の中立指向であり，3者の女性度の
タイ プの比率には大きな相違はなかったが，「やや女性的女性」 の寛容指向に服飾専攻学生が
やや多く表われた。
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⑤ 流行の取り入れと女性度とのクロス集計の結果は服飾専攻の「やや女性的女性Jと他学
科学生の「両性的女性」は流行早期採用者，“まわりの人が取り入れてから”の前期追随者は
服飾専攻の「純女性的女性」「両性的女性」に多く表われた。他学科学生の「純女性的女性J「や
や女性的女性」と母親の「純女性的女性」「やや女性的女性」「両性的女性J共に“多くの人が
取り入れてから”の流行後期追随者が多かった。
（因子分析は NEC PC -9801 VMパーソナルコンビューター，ソフトウェアは社会情報サービス多
変量解析システムを使用）
終わりに調査に御協力いただきました本学服飾美術科，保健体育科，初等教育学科学生，お
よび学生達の母親，その他各関係者に深謝します。
なお本研究は1988年9月，家政学会東北・北海道支部大会においての口述発表に一部加筆し
たものである。
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